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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
公衆衛生看護のグランドデザイン　会員集会資料　原稿 
１．予測される2035年の保健医療福祉
１）地域間の健康格差が拡大する
２）個人間の健康格差が拡大する
３）健康管理の方法や、人々の保健行動の様式が変化する
４）国家間の境界を越えた健康課題が増加する
 
２．公衆衛生看護の理念と使命
公衆衛生看護は、社会的公正を活動の規範において、社会がどのように変化しても、その時、その場、そこにいる人々の健康事象を、根拠に基づいて明確化あるいは予測し、公衆衛生の向上をめざし、あらゆる人と環境に果敢に働きかける活動である。公衆衛生看護職は、めざす社会の達成に向けて、常に責任感と倫理観、そして先見性を持って活動展開に臨む必要がある。
 
３．将来の保健医療福祉に寄与する公衆衛生看護の目標と役割
スローガン：健康長寿を維持する「健康先進国」～100％予防へ～
目標１：所属するコミュニティ単位で1人ひとりが健康づくりに貢献できるようにする
　役割：コミュニティにおける健康の総括責任者になる
１）地域診断能力を最大限に発揮する
２）小地域単位で住民一人ひとりが健康づくりに参加できるシステムを構築する
３）小地域での多機関の連携体制構築や医療保健福祉の統治（ガバナンス）を強化する
目標２：社会的孤立者をゼロにする
　役割：健康課題をいち早くキャッチし、かつセーフティネットを機能させ最後の砦になる
１）潜在的な健康課題を持つ人を発見して支援する
２）孤立したハイリスク者を支援する
目標３：地域の保健医療福祉を発展させる
　役割：地域の保健医療福祉システムの創成を担う
１）地域の健康政策立案・システム構築を行う
２）地域の保健医療福祉システムの経済的社会的評価を行う
目標４：世界の公衆衛生看護に寄与する
　役割：公衆衛生看護のベストプラクティスを国際的に発信し、世界規模の健康問題の解決に貢献する
１）各国と協力して国家間に渡る健康課題を解決する
２）日本の公衆衛生看護実践を世界に発信する
３）国内外における公衆衛生看護の裁量権の拡大を推進する
 
４．公衆衛生看護の目標を達成するために日本公衆衛生看護学会が担うこと
１）基礎教育の基盤整備
２）現任教育の基盤整備
３）公衆衛生看護実践の基盤整備
４）公衆衛生看護学の構築と発展
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